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熊 本 市 

  

《 調査概要 》 
（１）調査の目的 

新庁舎の目指すべき姿を具体化し、特に新庁舎内に整備を予定している市民交流や憩いの場となる市民利

用スペースの整備方針を検討する際の参考とするため、市民の皆様のご意見を伺うもの 
（２）調査期間 

令和７年（2025 年）5 月20 日～令和7 年（2025 年）6 月10 日 
（３）調査方法及び調査対象者 

・熊本市在住の満 18 歳以上の男女2,000 人（住民基本台帳より無作為抽出。 外国人含む） 

・郵送法（郵便による調査票配布・回収）及び WEB アンケートによる回収 

（４）有効回収数（有効回収率） 

742 人（37.1%）（調査票の返送による回答 494 票 ・ アンケートシステムで回答 248 票） 
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１.回答者の基本情報 

（１）性別 （２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 本庁舎等の利用状況 

◆現在の本庁舎及び中央区役所の利用頻度は、「年に１回以下」が 51.5%と最も高くなっている。 

◆主な交通手段は「自動車」が 50.9%と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

42.9%
女性

55.4%

回答しない

1.2%

無回答

0.5%

n=742

１９歳以下

1.2% ２０～２９歳

7.7%

３０～３９歳

11.2%

４０～４９歳

14.4%

５０～５９歳

16.7%

６０～６９歳

18.3%

７０～７９歳

19.8%

８０歳以上

10.2%

無回答

0.4%

n=742

中央区

25.2%

東区

25.2%西区

12.7%

南区

15.8%

北区

20.6%

無回答
0.5%

n=742

訪れたことがない

29.2%

年に１回以下

51.5%

半年に１回程度

15.2%

月に１回程度

2.6%

週に１回以上

0.5%
無回答

0.9%

n=742

徒歩

7.0%

自転車（シェアサイクル）

1.0%

自転車（自己所有）

6.3%

市電

9.1%

電車

（熊本電鉄・ＪＲ）

1.9%バス

19.0%

自動車

50.9%

バイク

1.5%

タクシー

0.8%

その他

0.2%
無回答

2.3%

n=525

本庁舎の利用頻度 本庁舎への主な交通手段 
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３. 新庁舎（本庁舎及び中央区役所）の方向性 

◆新庁舎（本庁舎及び中央区役所）の方向性について、「とても重要」の割合は、「地震に強く、あらゆる災害時に防

災拠点施設としての機能を維持できること」が 68.3%で最も高い。 

◆「とても重要」と「重要」を合わせた割合は、「効率の良い行政サービスが提供される窓口であること」、「分かりやすいサ

インや案内、動線などスムーズに手続が進められる窓口であること」、「地震に強く、あらゆる災害時に防災拠点施設と

しての機能を維持できること」などの項目が９割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※掲載範囲の都合上、一部項目の文章を短縮しています。 

  

68.3 

56.3 

53.8 

54.6 

21.0 

45.4 

36.1 

8.4 

45.7 

38.7 

16.4 

14.6 

32.7 

28.6 

49.2 

27.0 

39.1 

41.6 

40.4 

50.3 

45.3 

53.0 

35.2 

42.0 

49.7 

43.8 

41.4 

36.9 

48.4 

44.2 

2.7 

3.1 

3.1 

4.0 

22.4 

7.7 

8.1 

43.0 

8.1 

7.7 

32.1 

32.1 

22.8 

17.4 

4.2 

1.6

1.1

1.1

0.5

5.7

1.2

2.3

12.3

2.6

2.8

6.6

10.6

6.6

4.4

1.5

0.4

0.4

0.4

0.4

0.7

0.4

0.5

1.2

1.6

1.1

1.1

1.3

0.9

1.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震に強く、あらゆる災害時に防災拠点施設としての機能を維持できること

効率の良い行政サービスが提供される窓口であること

分かりやすいサインや案内、動線などスムーズに手続が進められる窓口であること

バリアフリーやユニバーサルデザインに十分に配慮した環境となっていること

子どもを遊ばせるスペースなど、安心して手続きに来ることが出来る環境であること

プライバシーが十分に守られ、安心して相談できる環境が整っていること

サービスの向上のため、職員にとって効率的で生産性の高い仕事ができる環境

積極的に敷地や建物に緑化を取り入れること

建設費や維持管理費用を抑え、経済性に配慮した建物であること

省エネ設備・創エネ設備などを積極的に導入し、環境に配慮した建物であること

市民交流・情報発信の場を持つまちの賑わいに貢献する建物であること

周辺施設との調和がとれたデザインの建物であること

新しい庁舎によって周辺施設から熊本城の眺望が損なわれないこと

近隣施設や街なかと往来し易い環境が整備されていること

公共交通機関（バス・市電）でのアクセスが良いこと

とても重要 重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

新庁舎整備の重要度 
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４. 市民利用スペースに求める機能 

◆市民利用スペースの機能導入の重要度について、「とても重要」の割合は、29.0%、「とても重要」と「重要」を合わせ

た割合は 79.4%でどちらも「金融機関・ＡＴＭがあること」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※掲載範囲の都合上、一部項目の文章を短縮しています。  

  

12.4 

10.5 

10.6 

6.9 

10.9 

29.0 

6.7 

9.8 

8.6 

13.2 

9.3 

16.6 

15.4 

15.1 

39.2 

34.9 

30.1 

28.6 

34.8 

50.4 

30.5 

44.2 

32.1 

52.3 

34.4 

38.8 

33.0 

32.3 

36.8 

41.6 

44.6 

48.2 

39.2 

17.0 

48.7 

36.3 

44.7 

26.8 

42.5 

32.1 

37.2 

36.3 

10.8 

12.1 

13.7 

15.5 

14.2 

3.0 

13.5 

8.9 

13.7 

6.9 

12.7 

11.9 

13.5 

15.6 

0.8

0.8

0.9

0.8

0.9

0.7

0.7

0.8

0.8

0.8

1.2

0.7

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが遊べるスペースがあること

自由に会話や飲食などができるスペースがあること

自由に会話などができるのスペースの近くにカフェや軽食を提供するお店がある

こと

ちょっとしたＰＣ作業や自習等に使える静かなスペースがあること

コンビニや物販店等の商業施設があること

金融機関・ＡＴＭがあること

図書に触れられるスペースがあること

市民活動などに利用できるスペースがあること

イベントが実施できるオープンなスペースがあること

観光や歴史、市政等に関する情報発信スペースがあること

緑や水などの自然を感じるスペースがあること

熊本城やまちの風景を見渡せる展望スペースがあること

雨に濡れない開放感のある屋根付きの屋外スペースがあること

閉庁日（土日祝日）や夜間でも上記のようなスペースが利用できること

とても重要 重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

市民利用スペースの機能導入の重要度 
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５. 本庁舎移転後の来庁手段 

◆本庁舎等の移転後の来庁手段について、現在の庁舎への主な交通手段から変わるかを尋ねると、「変わる」の割合

は 14.3％となっている。 

◆本庁舎等の移転後の来庁手段が「変わる」と回答した人に、本庁舎等の移転後の来庁手段として考えられるものを

尋ねたところ、「バス」の割合が 41.5％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変わる

14.3%

変わらない

83.6%

無回答

2.2%

n=742

本庁舎等の移転後の来庁手段 

本庁舎等の移転後の来庁手段 

徒歩
9.4%

自転車（シェアサイクル）
3.8%

市電
12.3%

電車
（熊本電鉄・ＪＲ）

5.7%バス
41.5%

自動車
15.1%

タクシー
1.9%

その他
0.9%

無回答
9.4%

n=106


